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予算特別委員会（第１号） 

 

１ 招集月日   令和５年３月９日（木） 

２ 招集場所   占冠村議会議場 

３ 開  会   令和５年３月13日（月）  午前10時 

４ 出席委員   予算特別委員長  五十嵐 正 雄 君 

         予算特別副委員長 細 谷   誠 君 

予算特別委員   大 谷 元 江 君 

            〃     藤 岡 幸 次 君 

〃     下 川 園 子 君 

〃     小 林   潤 君 

 

５ 会議事件説明のため出席報告のあった者の職及び氏名 

（長部局）     

占 冠 村 長 田 中 正 治  副 村 長 松 永 英 敬 

総 務 課 長 三 浦 康 幸  企 画 商 工 課 長 平 岡   卓 

農 林 課 長 小 尾 雅 彦  林 業 振 興 室 長 杉 村 政 彦 

建 設 課 長 小 林 昌 弘  住 民 課 長 伊 藤 俊 幸 

福 祉 子 育 て 支 援 課 長 木 村 恭 美  ト マ ム 支 所 長 石 坂 勝 美 

会 計 管 理 者 合 田   幸  総 務 担 当 主 幹 野 原 大 樹 

職 員 厚 生 担 当 係 長 坂 本 龍 哉  財 務 担 当 主 幹 鈴 木 智 宏 

税 務 担 当 主 幹 佐々木 智 猛  企 画 担 当 主 幹 竹 内 清 孝 

商 工 観 光 担 当 主 幹 阿 部 貴 裕  広 報 統 計 担 当 係 長 大 谷 淳 貴 

地 域 振 興 対 策 室 主 幹 松 永 真 里  農 業 担 当 主 幹 杉 岡 裕 二 

林 業 振 興 室 主 幹 高 桑   浩  建 築 担 当 主 幹 嵯 峨 典 子 

環 境 衛 生 担 当 主 幹 蠣 崎 純 一  土 木 担 当 係 長 中 島 辰 男 

戸 籍 担 当 主 幹 佐久間   敦  国 保 医 療 担 当 主 幹 小 瀬 敏 広 

保 健 予 防 担 当 主 幹 岡 本 叔 子  村立占冠診療所主幹 橘   佳 則 

社 会 福 祉 担 当 主 査 川 口 晃 平  介 護 担 当 主 幹 細 川 明 美 

子 育 て 支 援 室 主 幹 森 田 梅 代    

（教育委員会）     

教 育 長 多 田 淳 史  教 育 次 長 平 川 満 彦 

社 会 教 育 担 当 主 幹 上 島 早 苗  学 校 教 育 担 当 主 幹 後 藤 義 和 

（農業委員会）     

事 務 局 長 小 尾 雅 彦    

（選挙管理委員会）     

書 記 長 三 浦 康 幸    

（監査委員）     
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監 査 委 員 木 村 英 記  事 務 局 長 岡 崎 至 可 

 

６ 職務のため出席した者の職及び氏名 

事 務 局 長 岡 崎 至 可  事 務 補 三ツ谷 陸 翔 

 

７ 付議事件 

(1) 令和５年度占冠村一般会計予算 

(2) 令和５年度占冠村国民健康保険事業特別会計予算 

(3) 令和５年度村立診療所特別会計予算 

(4) 令和５年度占冠村簡易水道事業特別会計予算 

(5) 令和５年度占冠村公共下水道事業特別会計予算 

(6) 令和５年度占冠村介護保険特別会計予算 

(7) 令和５年度占冠村後期高齢者医療特別会計予算 

(8) 令和５年度占冠村歯科診療所事業特別会計予算 
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開会 午前10時 

 

◎開会宣告 

○委員長（五十嵐正雄君） 予算特別委員会

委員長に選任されました、五十嵐でございま

す。開会に先立ち一言ご挨拶を申し上げます。

本日は皆様の協力をいただき、令和５年度予

算特別委員会の進行に努めたいと思います。

どうぞよろしくお願いします。 

 ただいまの出席委員は６名です。定足数に

達しておりますのでただいまから予算特別委

員会を開会します。 

 本日の予算特別委員会における傍聴につい

てはこれを許可します。 

 これから本日の会議を開きます。 

◎審査 

○委員長（五十嵐正雄君） 本委員会に付託

されました議案第32号、令和５年度占冠村一

般会計予算の件から議案第39号、令和５年度

占冠村歯科診療所事業特別会計予算までの件

の審査を行います。 

予算審査にあたっては議事の進行上、別途

配布の議事日程により行います。 

内容については、すでに本会議において説

明を受けておりますので省略したいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、説明については省略いた

します。 

委員並びに説明員にあらかじめお願いいた

します。審議中の質疑、答弁につきましては

要点を明確にし、簡潔にご発言くださいます

ようお願いいたします。なお質問者の発言内

容については会議規則第67条の規定により質

疑の回数を制限しないで行います。 

 

◎議案第32号（歳入） 

○委員長（五十嵐正雄君） 議案第32号、令

和５年度占冠村一般会計予算の件を議題とし

ます。 

 これから質疑を行います。質疑者はページ

数を明らかにし発言してください。初めに歳

入についての質疑を行います。 

 予算書11ページから28ページ、１款、村税

から21款、村債についての質疑はありません

か。５番、下川園子君。 

○５番（下川園子君） まず17ページになり

ます。13款、２項、２目、１節、衛生手数料

の中の多量ごみ処理手数料、こちらについて

のキロ単価は伺っておりますが、どの程度受

け入れを見込んでいるのか、量を伺います。 

 ２点目、21ページ、15款、２項、６目、教

育費道補助金内の３節、公立学校情報機器活

用支援体制整備費補助金でどのような整備を

されるのか伺います。 

 ３点目、27ページ、21款、１項、１目、３

節の過疎対策事業債の学校給食センター調理

設備整備事業費とのことですが、こちら給食

センターのどういった整備がされるのかを伺

います。 

 ４点目、27ページ、21款、１項、３目、１

節、こちらも過疎対策事業債の村立診療所医

療機器購入事業ということですが、こちらど

ういったものを購入されるのか伺います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 住民課長、伊藤

俊幸君。 

○住民課長（伊藤俊幸君） 下川委員のご質

問にお答えさせていただきます。 

 予算書27ページ、21款、１項、３目、衛生

債の村立診療所医療機器購入事業270万円の

内容でございますが、これにつきましては60

ページに掲載しております支出科目、４款、

１項、６目、診療所費、村立診療所のCRシス

テム更新でございます。このCRシステムと申
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しますのは画像読み取り装置でございまして、

レントゲンからパソコンへ画像データを取り

込むための装置でございます。令和５年度で

メーカー保証が終了するため更新するもので

ございます。以上でございます 

○委員長（五十嵐正雄君） 教育次長、平川

満彦君。 

○教育次長（平川満彦君） 下川委員のご質

問にお答えします。予算書21ページ、15款、

２項、６目、教育費道補助金、３節、公立学

校情報機器活用支援体制整備費補助金37万６

千円の利用内容のご質問でございました。こ

の補助金につきましては82ページをご覧くだ

さい。上段12節の占冠村内学校GIGAスクール

サポート委託業務112万９千円と計上されて

おりまして、このうち３分の１の補助金とし

て計上しているものでございます。この事業

につきましては令和４年度では７月の臨時議

会でGIGAスクールサポート委託業務としてネ

ットワーク上の問題、セキュリティ上の問題、

また新入生用の端末の導入などの諸問題を解

決するためには専門的な知識又は技術が求め

られることから専門業者と契約し、迅速かつ

適切に対応しているところでございます。令

和５年度につきましては、１年間に係る費用

に対してこの補助金を活用するというもので

ございます。 

もう１件、予算書27ページでございます。

21款、１項、１目、総務費、３節、過疎対策

事業債、学校給食センター調理設備整備事業

債で500万円でございます。この整備内容で

ございますが、富良野学校給食センターでは

年次計画により機器の更新等を行っていると

ころでございます。令和４年度につきまして

は浸漬装置と言いまして、これは食器洗浄の

前処理の更新を行っておりまして、令和５年

度においては食器洗浄機を購入する予定でご

ざいます。この予算についてはこの費用の一

部に過疎債を充てるものでございます。以上

です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 建設課長、小林

昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） ご質問にお答え

いたします。17ページ、13款、２項、手数料、

２目、衛生手数料、１節、衛生手数料の多量

ごみの受け入れの量はどのくらいかというご

質問ですけども、年間で30tを見込んでおり

ます。以上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） ４番、細谷委員。 

○４番（細谷 誠君） ７点ほど質問させて

いただきます。 

 11ページ、１款、村税、２項、固定資産税、

１目、固定資産税、１節、現年課税分、増額

とした根拠。 

 ２点目、15ページ、10款、地方交付税、１

項、地方交付税、１目、地方交付税、１節、

地方交付税、こちらを増額とした根拠。 

 ３点目、16ページ、12款、分担金及び負担

金、２項、分担金、１目、農林業費分担金、

１節、農業費分担金、増額とした理由。 

 ４点目、18ページ、14款、国庫支出金、２

項、国庫補助金、４目、土木費国庫補助金、

１節、道路橋梁費補助金、道路メンテナンス

事業の増額理由と内容。 

 ５点目、19ページ、15款、道支出金、１項、

道負担金、１目、民生費道負担金、１節、社

会福祉費道負担金、増額した理由。 

 ６点目、23ページ、17款、寄附金、１項、

寄附金、３目、ふるさと寄附金、１節、ふる

さと寄附金、こちら昨年も質問いたしました

が納税サイトが何箇所か増えているのか、返

礼品アイテム数はどれぐらいなのか。 

 ７点目、24ページ、18款、繰入金、１項、

繰入金、７目、林業振興基金繰入金、１節、
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林業振興繰入金、内容と増額の理由。 

 以上、７点お願いします。 

○委員長（五十嵐正雄君） 建設課長、小林

昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） 細谷委員のご質

問にお答えします。 

 18ページ、14款、２項、国庫補助金、４目、

土木費国庫補助金、１節、道路橋梁費補助金

についてでございます。こちらについては、

令和５年度において橋梁の補修工事２橋を行

うことに伴い、橋梁の実施設計と補修工事を

見込んでいることによりまして増額の計上と

なっております。以上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 農林課長、小尾

雅彦君。 

○農林課長（小尾雅彦君） 16ページであり

ます。12款、２項、分担金、１目、農林業費

分担金の道営草地畜産基盤整備事業受益者分

担金でございます。700万円の内容です。増

額理由につきましては、５年計画の最終年に

なりまして、一応５年度でこの事業は終わり

ですけども、昨年の大雨災害もありまして一

戸の農家さんの措置整備が持ち越しになって

いるのをあわせて、最終年ということで受益

者５戸の措置分、最終年となりますので若干

の串内草地の方の事業をあわせての内容とな

ります。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 福祉子育て支援

課長、木村恭美君。 

○福祉子育て支援課長（木村恭美君） 細谷

委員のご質問にお答えします。 

 予算書19ページ、15款、１項、道負担金、

１目、民生費道負担金の内の１節、社会福祉

費道負担金の増額の理由でございます。こち

らにつきましては福祉課と住民課の方の２つ

の科目に分かれておりますので私からは福祉

の方で説明させていただきます。上から４行

目、障害者自立支援給付費道負担金で79万５

千円増額させていただいております。これに

つきましては障害者福祉サービス等費として

総額2338万２千円の４分の１の補助として計

上させていただいております。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 林業振興室長、

杉村政彦君。 

○林業振興室長（杉村政彦君） 細谷委員か

らのご質問にお答えします。 

 24ページ、18款、繰入金、１項、繰入金、

７目、林業振興基金繰入金、この繰入金の増

額並びに内訳ということでご説明をいたしま

す。18款、繰入金、１項、林業振興基金繰入

金の内訳でございます。５点ございます。１

つ目は林業指導員事業として335万４千円。

２つ目に林業生産基盤整備道アリサラップ支

線法面補修事業250万円。３つ目に林道作業

道等維持管理費275万９千円。４つ目に林業

生産基盤整備道アリサラップ支線開設伐開事

業145万２千円。５つ目にふるさと寄附金分

160万円ということで計上をしております。

増額理由としましては先ほど申し上げました

２つ目のアリサラップ支線法面の補修事業と

いうことで、昨年８月の大雨の際に短い区間

ですけども、法面が崩れたということでその

補修をしなければならないということの事由

でございます。以上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 企画商工課長、

平岡卓君。 

○企画商工課長（平岡 卓君） 予算書23ペ

ージをお願いいたします。17款、１項、３目、

ふるさと寄附金のサイト数の質問とアイテム

数の質問でございましたけども、まずサイト

数につきましてはこれまでのふるさとチョイ

ス、それからさとふるに加えて、セゾンのサ

イト、それから auPAY のサイト、２サイト増

やしているところでございます。それからア
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イテム数ですけども、こちらも36アイテムと

いうことで昨年より増やしております。以上

です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 住民課長、伊藤

俊幸君。 

○住民課長（伊藤俊幸君） 細谷委員のご質

問にお答えさせていただきたいと思います。 

 15款、１項、１目、１節の社会福祉費道負

担金の増額理由の分についてですけども、住

民課分につきましては未就学児均等割減額措

置道負担金が２万５千円の増額でございます。

これは当初予算では計上していなかったので、

まるまる２万５千円の計上でございます。以

上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 福祉子育て支援

課長、木村恭美君。 

○福祉子育て支援課長（木村恭美君） 失礼

しました。先ほどの答弁漏れが一件ございま

したので追加させていただきます。 

 19ページ、15款、１項、民生費道負担金の

先ほど障害者自立支援給付費道負担金の増額

とお答えいたしましたが、その下の障害者医

療費道負担金も51万７千円の増額でござます。

こちらについては更生医療費として総額807

万円の４分の１の補助分として計上させてい

ただいております。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 総務課長、三浦

康幸君。 

○総務課長（三浦康幸君） 議案書11ページ

をお願いいたします。 

 １款、２項、１目、固定資産税の主な増加

理由ということでございます。こちらはリゾ

ート施設の売却によりまして増加するのが主

たる理由ということでございます。 

続きまして15ページ、10款、１項、１目、

１節、地方交付税の増加の主な理由というこ

とでございますが、こちらは地方財政計画で

新年度の地方交付税1.7％の増になるという

ことが１点。それから過疎対策事業の事業債

の償還金が2200万円程度あるということで、

そちらを歳入で見ております。それプラス臨

時財政対策債、新年度45％減少が見込まれて

おりますが、その分は地方交付税に加算され

るということになっておりますので6000万円

程度の増加ということで見積もっております。

以上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

  

◎議案第32号（歳出１款・２款） 

○委員長（五十嵐正雄君） 次に歳出につい

て質疑を行います。 

 予算書29ページから48ページ、１款、議会

費、２款、総務費について次はありませんか。 

 ４番、細谷誠君。 

○４番（細谷 誠君） １点、35ページ、２

款、総務費、１項、総務管理費、５目、総合

センター管理費、12節、委託料、各住民セン

ター屋根雪下ろし、総合センター周辺除雪業

務について、この時間単価の設定は適切なの

か、それから保険料は委託料の中に含まれて

いるのか伺います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 総務課長、三浦

康幸君。 

○総務課長（三浦康幸君） 35ページ、２款、

１項、５目、12節の委託料、各住民センター

屋根雪下ろし委託業務と総合センター周辺除

雪委託業務、こちらの単価の根拠及び保険料

を算入しているかということでございますね。 

まず、総合センター周辺除雪委託業務、こ

ちら北海道の道単価使わせていただいており

ますので、こちらの場合は保険料込みで設計

させていただいております。各住民センター
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の屋根雪下ろしでございますけども、こちら

は個人事業主の方々を含め見積もりをいただ

いて簡易に屋根の雪下ろしをしていただいて

いるということですので、そちらについては

特に保険料の算入は今のところはしていない

というところでございます。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。５番、下川園子君。 

○５番（下川園子君） １点質問いたします。

同じく35ページの２款、１項、６目、14節、

工事請負費のトマムコミュニティセンタート

イレ改修工事がどのような改修工事になるの

かということと、時期はいつごろを予定され

ているのか伺います。 

○委員長（五十嵐正雄君） トマム支所長、

石坂勝美君。 

○トマム支所長（石坂勝美君） 下川委員の

ご質問にお答えします。 

 35ページ、２款、１項、６目、コミュニテ

ィセンター管理費、14節、工事請負費、トマ

ムコミュニティセンタートイレ改修工事とい

うことでございます。今、トマムコミュニテ

ィセンターのトイレですけども、温水洗浄便

座の付いたものが１階は多目的トイレしかな

くて、１階の男性用トイレそれから女性用ト

イレの洋式トイレ４個に温水洗浄便座の機能

の付いた洋式便器を設置するということで予

算を計上しております。予算については新年

度早々取り掛かろうということを考えており

ます。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） ５番、下川園子

君。 

○５番（下川園子君） ということは、トイ

レ本体の交換だけで、それ以外の改修という

ことではないということで認識してよろしい

でしょうか。 

○委員長（五十嵐正雄君） トマム支所長、

石坂勝美君。 

○トマム支所長（石坂勝美君） トマムのト

イレについていろいろと検討させてもらいま

した。それでいろいろな問題点としては、そ

れぞれ洋式トイレの個室のスペースが狭いと

いうこともあります。今回の洋式トイレを改

修することにあたって、それらについてもあ

わせて検討しているところでございます。な

かなか新年度から建築資材が物価高騰の影響

を受けており高騰しているということなので、

予算の中でどれくらいできるかということで

すけども、スペースのレイアウトを少し変え

るとか、そういったことも検討材料としては

考えております。もしそのスペースがうまく

変えられないということであれば、省スペー

スの便器を設置するとか、そういったことを

含めて検討しているというところでございま

す。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） ６番、小林潤君。 

○６番（小林 潤君） 30ページの12節、委

託料です。そこの一番下、65歳定年引上げ改

修業務委託ということで55万計上されており

ます。昨年度も55万同額予算見ていたのです

けども、これ令和５年度予算で来年以降もこ

ういう予算は見られていくのか、そのへんの

確認をしたいと思います。 

 もう１点、32ページ、３目の会計管理費で

11節、手数料でございます。昨年の説明では

振込手数料ということで、昨年の予算では

109万４千円で今回は239万５千円ということ

で倍以上になっているものですから、これは

ただ単に振り込みするときの単価が上がった

のか、そのへんの確認をしたいと思います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 会計管理者、合

田幸君。 

◯会計管理者（合田 幸君） 小林委員のご

質問にお答えします。 
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 32ページの２款、１項、３目、会計管理費

の11節、役務費、手数料の239万５千円につ

いてです。こちらについての補足説明としま

して、早い段階で70万円ほどの減額は予定し

ているということは申し上げております。今

回増額になった理由といたしましては、振込

手数料の増額であります。今、信金さんと毎

年協議をしている訳ですけども、その振込手

数料の単価が変更になりまして、現在他行宛

て110円の振込手数料が275円になるという計

算で増額の方をします。当初この予算書作成

の時には385円で計上させていただいており

まして、その後協議の結果275円になりまし

て、次回補正予算で減額を考えておりますの

でご了承いただきたいと思います。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 総務課長、三浦

康幸君。 

○総務課長（三浦康幸君） 議案書30ページ、

２款、１項、１目、12節、一番下の65歳定年

引上げ改修業務委託ということでございます。

こちら65歳の定年の条例改正が終了してから、

議決をいただいてから発注という予定でござ

いまして、この度議決頂いたので、これから

めでたく発注できる訳ですけども、予算策定

の時期においてはいまだ不透明ということで

したので本年度の実施を見送って新年度で改

めて計上させていただいたという事情による

ものでございます。以上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他ありませんか。 

１番、大谷元江君。 

○１番（大谷元江君） ２点ほどお願いいた

します。ページ数34ページ、２款、総務費、

１項、総務管理費の５目、総合センター管理

費の中の12節、委託料です。その中の総合セ

ンターボイラー委託料、これは昨年よりは減

っているんですね。減っているから良いとい

うことではあるのですけれども、減額になっ

た理由をお願いいたします。 

38ページ、こちらも総務管理費なのですが、

７目、企画費の18節、負担金、補助及び交付

金の関係の下から４行目、廃屋除去事業補助

金90万円の予算ですが、これは地主へのアク

ションはどのようにされているのか。毎年上

がっているのですが、解体の関係で固定資産

税が上がるというような話、解体すると固定

資産税が上がるというようなこと聞いていて、

それで解体が進まないのじゃないかと言う話

になっていますが、そのへんどのように考え

ているのかお願いいたします。 

○委員長（五十嵐正雄君） 企画商工課長、

平岡卓君。 

○企画商工課長（平岡 卓君） 予算書38ペ

ージお願いいたします。２款、１項、７目、

18節の廃屋除去事業補助金の関係のご質問で

ございますけれども、地主へのアクションで

すね。こちらの補助金については、１軒30万

円を上限に補助をするものでございますけれ

ども、あくまでも個人の申請に基づいて村が

補助するということにしておりますので、行

政サイド、私共、村から、こうが良い、ああ

が良いということは伝えておりません。あく

までも申請に基づいてそちらの審査をしたう

えで補助をすることが望ましいということで

あれば補助をするというものでございます。

以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 総務課長、三浦

康幸君。 

○総務課長（三浦康幸君） 議案書34ページ、

２款、１項、５目、12節、委託料、下から４

行目の総合センターボイラー委託料、こちら

の減額の理由ということでございますが、こ

ちらにつきましては、昨年度の予算策定時に

いただいた業者の見積りの金額にあわせて入

力させていただいたということですので、業
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者見積の結果ということでご了解いただけれ

ばと思います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 暫時休憩します。 

休憩 午前10時39分 

再開 午前10時40分 

○委員長（五十嵐正雄君） 休憩前に引き続

き会議を開きます。企画商工課長、平岡卓君。 

○企画商工課長（平岡卓君） 先ほどの大谷

委員の質問の中で更地にすると土地が高くな

って、そのことによって廃屋除去することが

進まないのではないかということも言われて

いたものですから、税務のほうに確認をいた

しました。家屋がある、なしの部分でいきま

すと、家があるとその土地分の固定資産税が

1/6で課税されるということですけれども、

更地にすることによってその1/6のかかって

いたものがなくなるということで、先ほど大

谷委員がおっしゃられるとおり、更地にした

方が若干、固定資産税がかかる部分が上がる

ということではございますが、本村の土地の

評価額でいきますと、そのへんの額はどうな

のかなと、平米数だとかそういったものにも

よりますが、さほど大きな額ではないのかな

と私は思います。そういう状況であるという

ことだけ補足させていただきました。 

○委員長（五十嵐正雄君） １番、大谷元江

君。 

○１番（大谷元江君） 今の説明ですとそん

なに村の税金たいしたことないよという、そ

ういうことは廃屋になっている関係の地主と

いうか持ち主さんには説明がされていてこれ

だけ廃屋の除去が進まないのかどうか、その

へんもう一度お願いいたします。 

○委員長（五十嵐正雄君） 企画商工課長、

平岡卓君。 

○企画商工課長（平岡卓君） 再度の質問で

ございますけれども、村からそういった説明

をしている訳ではございません。あくまでも

本人がこの補助金を使って廃屋を除去したい

のだという申請が上がった場合にそういった

申請に基づいて村が判断をし、補助するとい

うことになっておりますので、こちらから進

めるというか、やってくださいはしていない

です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。４番、細谷誠君。 

○４番（細谷 誠君） 再質問なのですが、

35ページ、２款、総務費、１項、総務管理費、

５目、総合センター管理費、12節、委託料。

住民センターの雪下ろしが民間委託というこ

となのですが、近年雪下ろし最中の落下死亡

事故等が増えておりますけども、あと怪我で

すとかで委託をするときに民間事業者に対し

て保険の加入等は確認をされているのか伺い

ます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 暫時休憩します。 

休憩 午前10時45分 

再開 午前10時46分 

○委員長（五十嵐正雄君） 休憩前に引き続

き会議を開きます。総務課長、三浦康幸君。 

○総務課長（三浦康幸君） 細谷委員の再質

問にお答えをいたします。保険の加入につい

て確認しているかしていないかという点に絞

りますと、しているということで回答させて

いただきます。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◎議案第32号（歳出３款・４款） 

○委員長（五十嵐正雄君） 次に、予算書48

ページから62ページ、３款、民生費、４款、

衛生費について質疑ありませんか。 

４番、細谷誠君。 
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○４番（細谷 誠君） １点、49ページ、３

款、民生費、１項、社会福祉費、１目、社会

福祉総務費、12節、委託料を増額とした理由

と根拠をお願いします。 

○委員長（五十嵐正雄君） 福祉子育て支援

課長、木村恭美君。 

○福祉子育て支援課長（木村恭美君） 細谷

委員のご質問にお答えいたします。予算書49

ページ、３款、１項、１目、社会福祉総務費、

12節、委託料の増額理由についてでございま

す。こちらにつきましては、大きなものとし

ては２点増額しております。まず１点目が、

小規模多機能型居宅介護施設指定管理料5300

万円の計上でございます。こちらにつきまし

ては、令和４年度の当初予算においては事業

所の３年度決算の見込みで繰越金が増えると

のことから指定管理料を1000万円減額させて

いただいて4500万円と令和４年度はさせてい

ただいております。５年度におきましては事

業所の繰り越しを財源にすることが見込めな

いということですので、委託料を３年度ベー

スに戻させていただき精査したところ800万

円の増額として5300万円の計上といたしてお

ります。 

あと、占冠村障がい者福祉・地域福祉計画

策定支援業務委託料として200万円の計上を

させていただいております。こちらにつきま

してはそれぞれの計画の策定の時期になって

おりますので新たに200万円の委託料を計上

しております。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑ありま

せんか。４番、細谷誠君。 

○４番（細谷 誠君） 再質問ですけども、

先ほどの委託料増額というところで、小規模

多機能型居宅介護施設指定管理料、これは令

和４年度の予算では令和３年度より減額して

いるということですよね。5500万円が4500万

円になっていると、先ほどの説明ですと今年

度はの部分がちょっと聞き取れなかったので、

もう一度このへん詳しく説明願います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 福祉子育て支援

課長、木村恭美君。 

○福祉子育て支援課長（木村恭美君） ５年

度予算におきましては事業所の繰越金を財源

にすることが難しい。本年度1000万円減額し

てその繰越金を利用して歳入として使ってお

りますので、４年度分の繰越金がなかなか捻

出できないということから委託料を３年度ベ

ースに戻して、戻すには1000万円という戻し

ですけども、そこをまた精査したところ、社

会福祉補助金になりますが、50ページの社会

福祉協議会運営補助金ですね。そちら今年度

2800万円計上させていただいております。こ

ちら昨年度までが2600万円でこちら200万円

増額ということ、その1000万円を小多機分と

社会福祉協議会にそれぞれ精査したところそ

れが妥当ということになりましたので、小多

機が800万円の増額として、社会福祉協議会

の補助金としては200万円を増額として計上

させていただいております。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。５番、下川園子君。 

○５番（下川園子君） １点質問させていた

だきます。56ページ、こちらの４款、１項、

１目、12節、委託料の中の産後ケア事業委託

料ということですが、こちらは新規事業なの

かなと思うのですが、この産後ケア事業とい

うのはどちらに委託をされるのかということ

と、この産後という期間はいつまでを産後と

とらえるのかというのを伺います。あと事業

詳細、どういったことを受けられるのかを伺

います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 住民課長、伊藤

俊幸君。 
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○住民課長（伊藤俊幸君） 下川委員のご質

問にお答えします。４款、１項、１目、12節、

委託料の中に計上させていただいております、

産後ケア事業委託料についてでございます。 

この事業内容についてご説明させていただ

きます。これにつきましては、事業の内容で

ございますけども、産後において家族等の支

援が十分に受けられず心身の不調や育児不安

等を抱える母子とその子を対象に母親の心身

のケアや育児のサポート等を行うことにより

安心して育児ができるよう支援をするもので

ございます。事業の実施にあたっては産後ケ

ア事業を実施している産婦人科に委託して実

施をするものでございます。産後ケアの具体

的な内容でございますけども、母親の体と心

のサポートということで、お母さんの体調管

理ですとか心身の休養、育児のサポートをし

て沐浴の方法や授乳方法の指導や発育、発達

に関する助言等を行っていくといった内容で

ございます。医療機関につきましては今のと

ころは協会病院等で受託が可能だということ

で確認を得ておりまして、そちらと契約をし

て進めていきたいなと。あと帯広の慶愛病院

でも受託が可能ということで聞いております

ので対象者がそこで出産されて、対象者が出

た場合には医療機関等委託して実施できるよ

うにしていきたいということで考えておりま

す。 

対象者の出産後ですけども、要綱では一年

未満の産婦及び児童ということで規定をして

おりますけども、受託医療機関においては６

か月未満ということで定められているところ

がございますので、そのへんは医療機関と調

整を図りながら進めていきたいなと考えてお

ります。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） ５番、下川園子

君。 

○５番（下川園子君） 受診ができる医療機

関によって受けられる年月と言いますか、そ

の６か月未満なのか１年未満まで受けられる

のかが違うということなのですが、これは現

時点ではどちらの病院だと１歳まで受けられ

るけどというのがもうあらかじめ決まってし

まっているのか。もし仮に６か月のところま

でしか受けられなかった場合に途中から１歳

未満まで受けられる病院に行って変更して産

後ケアというのを受けることが可能なのかど

うか伺います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 住民課長、伊藤

俊幸君。 

○住民課長（伊藤俊幸君） 今現在２つの病

院につきましては６か月未満ということで確

認を取れておりまして、占冠村だけではなく

て他の町とかも委託をして実施をしていると

思いますので、そのへんの調整ですとか含め

て医療機関の考え方もございますので、そこ

はそこに従って期間については、聞くところ

によると６か月未満ということでございます

ので、それ以上必要だと判断した場合には医

療機関にお願いして、受け入れてもらえるの

であればそのように調整をして、できるだけ

ケアに努めていければなと考えております。

以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。６番、小林潤君。 

○６番（小林 潤君） 予算書58ページです。

２目、予防費のところの12節、委託料でござ

います。委託料の４行目、予防接種費用助成

ということで、その上段の予防接種委託料で

すと理解できるのですけども、その４行目、

予防接種費用助成というもののイメージがわ

かないものですから、内容の説明をお願いし

たいと思います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 住民課長、伊藤
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俊幸君。 

○住民課長（伊藤俊幸君） 小林委員のご質

問にお答えいたします。４款、１項、２目、

12節の予防接種費用助成ということでござい

ますけども、これにつきましては、本来であ

れば予防接種委託料、括弧して助成事業分と

かにしたらもっとわかりやすかったのかなと

思いますけども、これにつきましては、任意

予防接種、予防接種には定期予防接種と任意

予防接種というのがございまして、この助成

の部分につきましては任意予防接種、本来で

あれば皆様から接種料をいただいて接種をす

るのでありますけども、ここの部分につきま

しては接種費用を村で助成して個人負担なし

で接種を受けられている分についての接種料

を委託料として医療機関に支払うものであり

ます。表記が助成だったら別の科目じゃない

のかというところで疑問にもたれるところが

ありますので、来年度以降この表記について

は変えていきたいなと思いますけども、内容

については今ご説明したとおりでございます。

以上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） ここで11時15分

まで休憩いたします。 

休憩 午前11時02分 

再開 午前11時15分 

   

◎議案第32号（歳出５款・６款・７款） 

○委員長（五十嵐正雄君） 休憩前に引き続

き会議を開きます。 

次に予算書62ページから74ページ、５款、

労働費、６款、農林業費、７款、商工費、に

ついて質疑ありませんか。４番、細谷誠君。 

○４番（細谷 誠君） 大きく２点、67ペー

ジ、６款、農林業費、２項、林業費、１目、

林業振興費、10節、需用費、修繕料の増額の

理由と内容をお願いします。 

２点目、70ページ、６款、農林業費、２項、

林業費、１目、林業振興費、18節、負担金、

補助及び交付金の中の、豊かな森づくり推進

事業補助金、地域林業振興事業補助金、林業

担い手対策事業補助金、林業労働安全推進事

業補助金の具体的な内容についてお伺いしま

す。 

○委員長（五十嵐正雄君） 林業振興室長、

杉村政彦君。 

○林業振興室長（杉村政彦君） 細谷委員か

らのご質問にお答えをいたします。 

まず70ページ、６款、２項、18節のご質問

です。１点目、豊かな森づくり推進事業補助

金、この事業内容、積算理由は私有林の造林

事業等への補助であり、村が26％以上森林所

有者へ補助した場合に、道から16％の補助が

受けられます。それに対し面積が令和５年度

は8.68ha、７記番を予定している事業の内容

でございます。 

次に、地域林業振興事業補助金です。村内

の私有林をはじめとして、持続可能な林業経

営を促進させるために実施する森林の若返り

に資する主伐作業などへの補助であり、森林

施業プランナーが集約した事業地の森林施業

や村内事業体では、事業規模が小さいために

国や道の補助が受けられない高性能林業機械

のレンタル経費の助成を想定しているところ

でございます。 

３点目、林業担い手対策事業補助金です。

これは126万円を予算計上させていただいて

おります。林業就業者の育成や定着に向け、

担い手の育成のための負担軽減をする。技術

指導料の補助及び、住居条件の向上のために

住宅賃料の補助を行うという内容です。内容
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的には３年未満の新規林業就業者には月額２

万円を上限とするということの内容でござい

ます。 

４点目、林業労働安全推進事業補助金につ

いては、84万円を計上しておりますが、林業

就業者の安全性を向上させる林業における担

い手を確保していくため林業従事に必要な安

全装備の半額の助成を行うというものでござ

います。 

次に、67ページ、６款、２項、10節、需用

費の修繕料の関係です。ここで修繕料を計上

しておりますが、内訳申し上げます。公用車

タイヤ及びオイル交換６万１千円、タンネナ

イ林道の修繕100万円、薪及び処理加工施設

補修で８万３千円、堀井地先治山施設排水修

繕で220万、林業生産基盤整備道アリサラッ

プ支線の法面の補修で250万という内訳にな

っております。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） ２番、藤岡幸次

君。 

○２番（藤岡幸次君） 64ページになります。

６款、農林業費、１項の農業費ですね。２目、

農業振興費、１節から８節にかけて主に地域

おこし協力隊の費用計上されております。金

額についての質問じゃなく、質問の趣旨は昨

年から配置されておりますが、主に新規就農

を目指されているというような情報の中で、

その新規就農もいろいろあるのでどのような

農業を目指しておられ、今年度の計画はどの

ような計画で研修、実施されていくのかを伺

いたいということです。 

２点目になります。67ページになります。

６款の農林業費、２項、林業費になります。

１節、報酬の中の67ページ上段の会計年度任

用職員の林業指導員の方がおられますけれど

も、費用計上されてますが、この指導員を配

置されている目的と今年度の主な指導にあた

る計画についてあればお伺いしたいというこ

とです。 

３つ目になります。71ページ、商工費、７

款、１項、商工費、１目、商工振興費、17節

です。備品購入160万ほど、道の駅防犯カメ

ラ、160万計上されております。こちらの防

犯カメラ、計上されているのですから今まで

防犯カメラがなくて、新規に取り付けるとい

うことなんでしょうか。主にどのような配置

でどう防犯に目的とし設置、配置するのかに

ついて、中身伺いたいと思います。以上３点

お願いします。 

○委員長（五十嵐正雄君） 農林課長、小尾

雅彦君。 

○農林課長（小尾雅彦君） 藤岡委員のご質

問にお答えさせていただきます。 

64ページ、６款、１項、２目、農業振興費

内の地域おこし協力隊の業務内容、計画等も

含めてということのお話ですけれども、昨年

の10月から任務についておりますが、まだ農

業経験のない方ですので、地域内の農業者の

方々の作業従事にご要望を聞き取りさせても

らって、主に着任後は羊農家の方々、上トマ

ムの江頭農園、双珠別の堀井さんのというこ

とで勉強がてら出向かせてもらっています。

今後は、できればそういった村内の農家の方

からの経営に関しての内容を勉強させてもら

いながら、自分としての占冠村内で本人曰く

は和牛に関心を持たれていますので、肉牛経

営に志を持って一応作業は今後当たっていき

たいと思っておりますが、今年の予算計上の

経費の中で、本人曰くいきなり和牛の経営で

はリスクを背負いすぎますので、できれば畜

産プロジェクトとして山羊を活用した畜産経

営で１年そういったことも自分なりにやって

いきたいということで村長決済、そして農業

委員さんには説明をさせてもらって、山羊で
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なんとか畜産の勉強もさせてもらいたいとい

うことで、自分が今年度目指したい方向性と

いうことで計画しております。そういった関

連の予算計上も今回させてもらって山羊を６

頭飼育して、肉ですとか、山羊関連の山羊乳、

あとチーズだとか、そういったことも含めて

の計画性を持って本人は構想を持っておりま

す。できれば、観光産業にも加わりたいとい

うようなことでの構想ですので、そのへんに

ついては進行過程で機会をみてご説明できれ

ばとは思っております。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 林業振興室長、

杉村政彦君。 

○林業振興室長（杉村政彦君） 藤岡委員か

らのご質問にお答えをいたします。６款、２

項、会計年度任用職員（林業指導員）の目的、

そしてその指導内容でございます。目的は現

地の確認、現地調査などあわせて山守、山を

守るですね。山守的な業務にも従事をしてい

ただいております。従いまして目的がそうい

う状況でございますから、指導も同様になり

ます。具体的には現地確認ということで申し

上げれば、次年度の予算要求の根拠になりま

す、事業地の選定調査、林業調査などを含め

て行っていただいておりますし、同様にあわ

せて一緒に同行をしていただくということに

なっております。例えば、山守的な仕事と具

体的な中身で申し上げますと、簡易な林道の

補修、雨などが続いた際に側溝が詰まる、あ

るいは排水が詰まるというようなことも当然

想定をされますので、定期的な林道の巡回、

パトロールを行っていただきながら補修をし

ていただくというようなことなども含めて行

っていただいているところであります。以上

です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 企画商工課長、

平岡卓君。 

○企画商工課長（平岡卓君） 予算書71ペー

ジ、７款、１項、１目、17節の道の駅防犯カ

メラ購入費160万の内容でございますけれど

も、こちらについては、現在施設内に５箇所

の設置を計画しておりまして、施設内の監視

を網羅できるものということで計画をしてお

ります。こちらについては以前から指定管理

者等からもご要望があったものでございまし

て、今後インバウンド等の入込がかなり増え

てくるということも見込まれるものですから、

令和５年度に予算計上をするものでございま

して、令和４年度でいきますと今の見込みで

いけば、道の駅の入込が30万人以上になろう

かという形で進んでおりますし、過去には50

万人以上という実績もございまして、そうい

ったかなり多くの方の入込があるものですか

ら、そういった防犯、抑止力も含めて設置を

することで、安全、安心な施設の利用に資す

るということで計画をしていたものでござい

ます。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） ２番、藤岡幸次

君。 

○２番（藤岡幸次君） １点、再質問させて

ください。67ページ、林業費の件、先ほど説

明いただいた中で、山守作業等、また現地同

行等々、現地確認等々の作業をされていると

いうことで伺ったのですが、私思うにこうい

った指導員の方も、いつまでも続く訳じゃな

いだろうから、ある部分が役場職員の技術、

技能の育成というのは背負っているのだろう

と、重要なテーマを持たれているのだろうと

思うのですが、そちらの教育、指導の任務は

持たれていないですか。伺います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 林業振興室長、

杉村政彦君。 

○林業振興室長（杉村政彦君） 藤岡委員の

ご質問にお答えをいたします。村の林業にお
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いての政策全般の村有林、民有林問わずです

けれども、担い手の育成というのは大変重要

な課題になっております。林業の次の時代を

担っていただく技術者を養成、そして育成す

るというのは正に現在仕事をしている、携わ

っている者の使命でございますので、そうい

う立場で育成に努めているところでございま

すけれども、限られたスタッフの中でやって

いることもありまして、まだ十分にはその初

期の目的は達成をしておりませんけれども、

これまで同様ご指摘踏まえて、育成強化に努

めてまいりたいと思っております。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他にありません

か。１番、大谷元江君。 

○１番（大谷元江君） １点質問させていた

だきます。ページ数72ページ、商工費、１項、

商工費、２目、観光費、12節の委託料の中の

一番上、物産館管理清掃委託料で一番下の物

産館清掃業務、この分けている理由を教えて

ください。 

それと、今年に入って14節、工事請負費、

物産館内装工事200万計上されております。

この中身を教えてください。 

○委員長（五十嵐正雄君） 企画商工課長、

平岡卓君。 

○企画商工課長（平岡卓君） 予算書72ペー

ジ、７款、１項、２目、観光費、12節、委託

料の関係で物産館管理清掃委託料と一番最後

の物産館清掃業務、こちら少し時間ください。 

その次の73ページの14節、工事請負費の物

産館内装工事200万円、こちらについては道

東自動車道の４車線化に伴うPR館の開設のた

めの工事を予定しておりまして、主な工事と

いたしましては、物産館１階の間仕切りの設

置、それと老朽化が進んでいた壁紙の張替え

の工事ということになっております。 

前段の質問少し時間ください。 

○委員長（五十嵐正雄君） 暫時休憩します。 

休憩 午前11時37分 

再開 午前11時37分 

○委員長（五十嵐正雄君） 休憩前に引き続

き会議を開きます。 

○企画商工課長（平岡卓君） 72ページの物

産館の管理清掃委託料ですね。こちらについ

ては、２階部分のトイレの清掃委託、トイレ

だとかホール部分、そちらの部分の清掃委託

料でございまして、一番最後のところの物産

館清掃業務99万３千円の部分については、１

階部分の全部、現在でいけば１階部分の清掃

とかトイレの清掃となっておりまして、分け

ている理由が、これまで１階の業者と２階で

使用している業者が別な業者だったものです

から、そういったことで予算的には分かれて

いるという流れできております。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） １番、大谷元江

君。 

○１番（大谷元江君） 最初の27万の計上の

ところ、物産館管理、下は管理が付いていま

せんよね。管理までしていただいているのに

27万で下、清掃だけで99万、このへんの金額

の設定というのか、そのへんもうちょっと詳

しくお願いします。 

○委員長（五十嵐正雄君） 企画商工課長、

平岡卓君。 

○企画商工課長（平岡卓君） 72ページの27

万円の物産館管理清掃委託料の管理につきま

しては、先ほど２階部分のトイレというお話

をしましたけれども、物産館の施錠やなんか

もお願いをしているものがございますので、

こちらについては管理を入れているというこ

とになります。金額の差については面積です

とか、主に面積が大きなものになるのかなと

思いますけれども、トイレの利用やなんかも

１階のほうが多くありますし、手間もかかる。
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使用頻度も高いということでそういった部分

を勘案して委託料については差があるという

ような状況でございます。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他にありません

か。４番、細谷誠君。 

○４番（細谷 誠君） 74ページ、１点です。

７款、商工費、２項、商工費、２目、観光費、

18節、負担金、補助金及び交付金のところで、

観光協会運営補助金が前年度より150万程ア

ップしてますが、その理由と内容を伺います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 企画商工課長、

平岡卓君。 

○企画商工課長（平岡 卓君） 細谷議員の

ご質問にお答えをいたします。 

７款、１項、２目、18節、観光協会運営補

助金の増額の理由でございますけれども、こ

ちらは、まず１点には職員の昇給分にかかる

人件費の増額というところと、令和４年度に

は事務局長の前任者の人件費の繰越金があり

ましたので、４年度についてはその分を財源

として運営ができた訳ですけれども、令和５

年度についてはその分の人件費の繰越金がな

くなったものですから、そのへんも当初の人

件費に加えて補助金を積算しているというこ

とでございます。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） ここで午後１時

まで休憩いたします。 

休憩 午前11時43分 

再開 午後１時00分 

 

◎議案第32号（歳出８款） 

○委員長（五十嵐正雄君） 休憩前に引き続

き会議を開きます。予算書74ページから、79

ページ、８款土木費について質疑ありません

か。６番、小林潤君。 

○６番（小林 潤君） 75ページになります。

１番下の３目、橋梁維持費のところ、12節、

委託料と14節、工事請負費でございます。午

前中に小林課長は道路メンテナンス事業の補

助金のところで設計委託料と橋梁の修繕の工

事ですよということで聞いていたのですけど

も、実際、14節の工事請負費、そこで「工事

その１」という表現があります。額的に占川

橋が64万円、林友橋が48万円、これどう見て

も橋の補修工事としては少ないと思うのです

けども、たぶんこの後も複数年継続して行わ

れるのかと予想するのですけども、何年間の

期間で補修されるのかお伺いします。 

 次です。予算書77ページ、ちょうど右側12

節の委託料の一番下で、社会資本整備総合交

付金業務委託料160万円で、次のページ14節、

工事請負費で、社会整備資本総合交付金工事

で1480万円、これは主な施策の予算一覧の中

で、湯の沢の二棟四戸の住宅を解体するとい

う内容です。ここの14節での工事は解体です

からそれの工事というのは理解できるのです

けども、77ページの交付金、業務委託料160

万円についての内容を確認したいと思います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 建設課長、小林

昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） 小林委員のご質

問にお答えいたします。75ページ、８款、１

項、道路橋梁費、３目、橋梁維持費、14節、

工事請負費についてです。橋の工事としては

額が少し小さすぎるのではないかというご質

問でございます。こちらにつきましては、２

橋の補修、調査と実施設計を５年度で行い、

その後補修工事を行う訳ではありますが、期

間といたしましては実施設計に係る期間が非

常に長くなります。それと社会資本総合整備

交付金を活用しての事業ということもありま
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して、交付金の要件といたしまして実施設計

だけではだめですよという縛りもあるもので

すから、できる範囲での工事ということで今

回112万円の計上をしております。工事の内

容としては橋の部分に支承という部分があり

ますけれども、そこの補修工事を行う予定で

ございます。ただ、実施設計がこれからです

ので、その補修の内容についても今言った内

容の他に補修工事やらなければならない部分

が出てくる可能性がありますので、その際に

は補正予算等、また組まなくてはならないと

思いますので、その時にはまた改めてご説明

をさせていただきたいと思っております。そ

れと、何年で行うのかということでございま

すけども、２橋の橋、占川橋と林友橋という

橋になるのですけども、この二つの橋とも令

和５年から令和７年までで行う予定でござい

ます。 

 続きまして、77ページ、８款、３項、住宅

費、１目、住宅管理費、12節の委託料の一番

下の社会資本整備総合交付金業務委託料160

万円でございます。こちらにつきましては、

湯の沢団地の解体工事に伴いまして事前にア

スベストの調査を行わなければならないとい

うことで、それに係る費用２棟分を計上して

おります。以上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。５番、下川園子君。 

○５番（下川園子君） １点質問いたします。

76ページの８款、２項、１目、17節、備品購

入費の中央排水ポンプ用吐出ホース購入とい

うことですが、こちらはどういったときに使

用するものなのか伺います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 建設課長、小林

昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） 下川委員のご質

問にお答えをいたします。76ページ、８款、

２項、河川費、１目、河川総務費、17節、備

品購入費、中央排水ポンプ用吐出ホース購入

でございます。こちらにつきましては、購入

するホースの使用場所についてご説明いたし

ます。こちら中央の中央浄化センターという

下水処理場があるのですけども、そこの横に

あります第１号排水樋門という樋門がありま

して、その樋門と付随して窯場といって、水

がたまる大きなコンクリートでできた水槽み

たいなものがあるのですけれども、そこにな

ります。購入の目的は、樋門のそばの窯場に

水が溜まりますので、そこには排水ポンプが

夏場ですと常時設置されています。その排水

ポンプに付随するホースが劣化していること

から、今回ホースを更新するものでございま

す。どういったときに使用するのかというこ

とでございますが、この場所は鵡川と双珠別

川の合流地点になります。大雨により河川が

増水しますと樋門から河川の水が逆流してく

る場所にもなります。このような状況になる

と樋門を閉じなければなりません。閉じたこ

とにより低内地、市街地からそこに水が流れ

ていくものですから、樋門を閉めたことによ

って水がどんどんたまっていってしまいます

ので、その溜ってきた水を、排水ポンプを使

って河川に放水する際に使うものでございま

す。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） ５番、下川園子

君。 

○５番（下川園子君） これは今まではリー

スとか借りるなりして対応していたというこ

とでしょうか。それとも今持っている物を劣

化によって更新するというような意味合いで

しょうか。 

○委員長（五十嵐正雄君） 建設課長、小林

昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） ご質問にお答え
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いたします。ホースは今までも自前で持って

いたのですけども、どうしても夏場にかけて

は常にホースを地面に這わせているような状

況でもありまして、やはり数年たっておりま

して穴が空いたという劣化が非常に目立って

いるところから今回ホースのみを更新すると

いうことでございます。以上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。４番、細谷誠君。 

○４番（細谷 誠君） ２点質問いたします。

１点目、75ページ、８款、土木費、１項、道

路橋梁費、３目、橋梁維持費、12節、委託料

の増額理由で、令和４年から増額1000万円程

しているのですが、それ以前にも500万、700

万とかかかっているのですが、毎年これは同

様にかかっているのかその内容をお聞きしま

す。 

 ２点目、78ページ、８款、土木費、２項、

都市計画費、２目、生活排水処理費、27節、

繰出金の増額とその内容説明をお願いいたし

ます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 建設課長、小林

昌弘君。  

○建設課長（小林昌弘君） 細谷委員のご質

問にお答えいたします。８款、１項、道路橋

梁費、３目、橋梁維持費、12節、委託料の増

額理由でございます。こちらにつきましては、

令和５年度に予定しております占川橋と林友

橋の実施設計に関わる費用を今回計上してお

りますので、増額となっております。これま

でもここ数年多額の委託料の予算計上をさせ

ていただいておりますけども、令和３年度に

おきましては橋梁点検12橋行っております。

それと令和４年度においては同じく橋梁点検

32橋の点検ということで、委託料で予算を計

上させていただいております。この橋梁点検

につきましては５年に１度点検してください

ということになっておりますので、この後ま

た数年後には同じような委託料を計上してい

かなければならないという状況でございます。 

 78ページの８款、４項、都市計画費、２目

の生活排水処理費、27節、繰出金、下水道会

計繰出金でございます。こちらにつきまして

は、増額ということで予算計上させていただ

いております。中身については令和５年度に

おいて特定環境保全公共下水道事業の計画変

更委託業務、下水道の予算で計上させていた

だいておりますし、また工事請負費でも下水

道処理施設の設備工事など計上させていただ

いておりますので、そういったところで５年

度においては増額の計上となっております。

以上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。２番、藤岡幸次君。 

○２番（藤岡幸次君） １点伺います。77ペ

ージ、８款、土木費、３項、住宅費、１目、

住宅管理費の中の７節、報償費ですが、金額

は非常に小さいのですが、村営住宅入居者選

考委員会委員謝礼となっております。私が思

うに選考委員会という組織は何で必要なのか

単純に聞いているのですが、役場職員と難問

があれば村長、副村長の幹部にお伺いを立て

十分それで判断できると思うのですが、更に

この組織をつくっている背景を伺いたいと思

います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 建設課長、小林

昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） 藤岡委員のご質

問にお答えいたします。77ページ、８款、３

項、住宅費、１目、住宅管理費、７節、報償

費、村営住宅入居者選考委員会委員謝礼につ

いてでございます。選考委員会は、住宅の申

し込みがあったとき、一つの住宅に数名の方

が重なって申し込みがあったときにそれをど
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なたに決めるかということで選考するもので

ございます。藤岡委員言われたとおり職員だ

けで選考できるのではないかというお話でし

たけれども、職員だけで決めてしまうとやは

り申し込んだ人もあまりうまく言えないです

けども、そういったものもありますので、そ

こには各行政区の方ですとかに委員さんにな

っていただいてこれまでも選考委員で住宅の

入居者については決めてきているというとこ

ろでございます。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） ２番、藤岡幸次

君。 

○２番（藤岡幸次君） 今関連で再度お伺い

したいのは、言わんとするところはわからな

くもないのですけども、役場公務員の仕事っ

て公職についている訳ですよね。そういう仕

事を責任をもって受けるのが公務員の仕事じ

ゃないのかと私は思うのですよ。何でもかん

でも人に頼るのではなくて、これは私達だけ

で決めたのではないですよと、行政区の方も

入っていただいて判断したのですよという条

件づくりしているのはわかるのですけれども、

仕事というものはそういうものじゃないだろ

うと。きちんとルールがあって自信をもって

そこでジャッジしていくのが行政職員の仕事

ではないのかと私は思うのですが再度伺いま

す。 

○委員長（五十嵐正雄君） 建設課長、小林

昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） 藤岡委員のご質

問にお答えいたします。私ども職員も委員会

には参加をしております。その中で申し込ん

でいただいた入居者のことに関しては意見等

委員さんにも申し上げておりますし、今後も

そういった適正な形で選考委員会の方は進め

ていきたいなと思っております。以上です。  

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。１番、大谷元江君。 

○1番（大谷元江君） １点伺います。77ペ

ージ、３項、住宅費、１目、住宅管理費の10

節、需用費の修繕料1360万円、住宅の門柱の

修繕というのも資料で確認しているのですが、

その他にどのような修繕をするのかお伺いし

ます。 

 それと、78ページ、土木費、都市計画費の

中の３目、公園費の12節、委託料、農村公園

云々は全部出ているのですが、運動公園とい

う名前が一個も出てこないのですが、運動公

園は土木の関係の管理ではないのか伺います。

その中身、もし運動公園もここに入るのであ

ればそういう項目が乗ってこないのかどうか

教えてください。 

○委員長（五十嵐正雄君） 建設課長、小林

昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） 大谷委員のご質

問にお答えいたします。77ページ、８款、３

項、住宅費、１目、住宅管理費、10節、需用

費、修繕料の1360万円でございます。こちら

については村営住宅の修繕として1000万。そ

れと地域振興住宅の修繕として60万円。教員

住宅の修繕50万円。職員住宅の修繕100万円。

村有住宅修繕30万円。それと村営住宅のボイ

ラーの取り付けが120万円で、合計で1360万

円計上しております。住宅に関わる部分の修

繕がほとんどでございます。 

 続きまして、78ページ、公園費でございま

す。農村公園の部分につきましては予算書で

言いますとこの12節の委託料、池清掃委託料

30万７千円で計上しておりますけども、こち

らが農村公園に関わる部分でございます。そ

れ以外についてはほとんどがトイレに関わる

経費を計上しております。以上です。 

 

◎議案第32号（歳出10款） 
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○委員長（五十嵐正雄君） 次に、予算書79

ページから92ページ、10款、教育費について

質疑はありませんか。５番、下川園子君。 

○５番（下川園子君） ３点伺います。まず、

80ページ、10款、１項、３目、１節、報酬の

ところで会計年度任用職員の時間講師と地域

おこし協力隊の方が計上されていますが、こ

ちらの方たちはどのような配置になるのか伺

います。 

 ２点目、84ページ、10款、２項、１目、10

節、需用費の中の修繕料でこちらがこの修繕

料の内トマム学校が121万という計上が別の

付属の資料に書いてあったと思いますが、ト

マム学校のどちらの修繕になるのか伺います。 

 ３つ目、86ページ、10款、３項、１目、10

節、需用費内の修繕料、こちらも他の資料で

占冠中学校の修繕71万５千円の計上があった

と思いますが、こちらは同じく中学校のどち

らを修繕するのか伺います。 

○教育次長（平川満彦君） 質問にお答えい

たします。80ページ、10款、１項、３目、義

務教育振興費の、１節、報酬の内、会計年度

任用職員の時間講師33万６千円と、地域おこ

し協力隊248万４千円の配置の状況にお答え

いたします。令和４年度の会計年度任用職員、

今まで採用していた会計年度任用職員が１名

退職になると。もう一つは占冠中学校におい

ては来年度から特別支援の教室を一つ置かな

ければならないということになりました。そ

のため、この地域おこし協力隊の方には占冠

中学校と中央小学校の学校支援員及び特別支

援教育支援員として配置する予定でございま

す。時間講師につきましては今まで免許外で

行っていただいた占冠中学校の美術の講師と

して配置する予定となってございます。 

それと84ページの10款、２項、１目、学校

管理費の10節、需用費、一番下の修繕料でご

ざいます。これにつきましては、トマム学校

の玄関が破損しておりましたので、その実施

に121万円。その他、中央小学校、トマム学

校の小規模な修繕として10万円計上させてい

ただいております。 

もう一つ86ページになります。10款、３項、

１目、学校管理費、10節、需用費、修繕料

118万５千円でございます。この修繕費用に

ついては、大きなものは下川委員からご質問

がありましたが、占冠中学校のものでござい

ます。これは玄関の破損しているタイルであ

るとか腐食したコンクリートなどを修理する

ものでございます。その他にトマム学校の不

測の場合や小規模な修繕に対して22万、占冠

中学校では不測な場合や小規模な修繕に対し

て25万円計上させていただいております。以

上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。６番、小林潤君。 

○６番（小林 潤君） 今の件に関連しまし

て、80ページの、３目の義務教育振興費の１

節の報酬のところで、一番下の会計年度任用

職員地域おこし協力隊の任務と言いますか業

務説明を受けました。予算書見ていますと、

農林業ですとか福祉費の中ではこういう会計

年度の地域おこし協力隊は一口に会計年度任

用職員といってもいろいろ勤務時間ですとか

バラバラと言いますか、そういう部分もある

と思いますけども、教育委員会の予算では手

当等というのが計上されていないのですけど

も、このへんはどういうような理由なのか確

認したいと思います。 

 それからもう１点、79ぺージで２目の事務

局費で１節の報酬でこれも会計年度任用職員

ALTの分で報酬が360万円ということで、昨年

もそうでした。その前の年はALTと総務の人

の分も入っていて700何万でALTの部分の数字
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はわからなかったのですけども、その前を見

ても年間360万という報酬のように記憶して

いるのですけども、たとえば何年間か勤務し

たらアスペンに帰られる訳ですけども、来る

人の年齢というのはその都度というのかその

期間によって違うと思うのですけども、その

報酬を契約する場合に年齢的な部分の管理を

されて契約をしているのか、そのへんの確認

をしたいと思います。  

○委員長（五十嵐正雄君） 教育次長、平川

満彦君。 

○教育次長（平川満彦君） まず、79ページ、

10款、１項、２目、事務局費のうち報酬の

360万、ALTの部分でございます。年齢を加味

しているかどうかという部分のご質問でござ

いましたが、現在のところ、この金額につい

ては年齢を加味したものではございません。 

もう１点、80ページの義務教育振興費のう

ち職員手当等についてでございますが、申し

訳ございません少々お時間をください。 

○委員長（五十嵐正雄君） 暫時休憩をしま

す。 

休憩 午後１時33分 

再開 午後１時33分 

○委員長（五十嵐正雄君） 教育長。 

○教育長（多田淳史君） 私からご説明を申

し上げます。会計年度任用職員で地域おこし

協力隊なのですけども、こちらにつきまして

はその上に記載してあります特別支援教育支

援員こちらが村独自、教育委員会独自で学校

の要請を受けまして配置をするべく予算を計

上しているのですけども、募集をかけてもな

かなか人材がいないということで、広く募集

をかけるという意味で、今回地域おこし協力

隊の募集をしております。そのために、地域

おこし協力隊としての予算も計上しておりま

す。ですので、今回地域おこし協力隊または

この上にある特別支援教育支援員、こちらの

応募があった場合、どちらかを採用して学校

に配置していきたいという目的でございます。

これについて急遽予算計上時にお話をさせて

いただいて予算の中に盛り込んでおりますの

で、どちらかが決まればどちらかの予算が落

ちていくということになりまして、手当につ

いては当面こちらを流用して手当を支給して

いきたいと考えておりますので、あえて２重

計上させなかったという考えでございます。

以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。６番、小林潤君。 

○６番（小林 潤君） 私の勘違いというか

聞き違いなのかもしれませんが、今教育長の

答弁で会計年度任用職員特別支援教育支援員

と地域おこし協力隊の２つ募集しているのだ

けども、どちらかを採用すると聞こえたので

すけどもその理解で大丈夫ですか。 

○委員長（五十嵐正雄君） 教育長、多田淳

史君。 

○教育長（多田淳史君） 理解としてはそれ

で構わないと思います。応募される方が今の

ところいないというところなので、広く募集

をかけているというところですので、どちら

かに応募があればそちらを採用していくとい

う考えで予算計上させていただいております。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。１番、大谷元江君。 

○１番（大谷元江君） 先ほど土木の関係で

運動公園の話をしたのですが、土木の方では

お答えが返ってこなかったので、これは教育

の関係になるということであれば教育費で体

育施設の関係になるのかなと考えたのですが

そういう感じでよければ教育費の方でお答え

願えますか。 

○委員長（五十嵐正雄君） 教育次長、平川
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満彦君。 

○教育次長（平川満彦君） 今大谷議員のお

話でございますが、お見込みのとおり体育施

設費で見ております。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） １番、大谷元江

君。 

○１番（大谷元江君） それでいうのであれ

ば91ページ、10款、教育費の保健体育費、１

目、保健体育総務費の12節、委託料というこ

とになるのかなと思うのですが、野外体育施

設草刈り・環境整備この部分の金額の中にそ

の運動公園というのも含まれるということで

理解してよろしいのですか。 

○委員長（五十嵐正雄君） 教育次長、平川

満彦君。 

○教育次長（平川満彦君） 92ページに野外

体育施設トイレ清掃委託業務というのがあり

ますのでそちらで組まれております。 

○委員長（五十嵐正雄君） １番、大谷元江

君。 

○１番（大谷元江君） 私はトイレのくくり

ではなくて運動公園そのものの環境整備とい

う質問だったのですが。 

○委員長（五十嵐正雄君） 教育次長、平川

満彦君。 

○教育次長（平川満彦君） 91ページの12節、

委託料、野外体育施設草刈り・環境整備委託

に含まれることになります。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◎議案第32号（歳出12款・14款・15款） 

○委員長（五十嵐正雄君） 次に、予算書92

ページから94ページ、12款、公債費、14款、

職員費、15款、予備費についての質疑はあり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◎議案第32号（全般） 

○委員長（五十嵐正雄君） 次に、予算書1

ページから、109ページ全般について質疑あ

りませんか。１番、大谷元江君。 

○１番（大谷元江君） ページ数58ページ、

会計年度任用職員の報酬のところです。２目、

予防費の報酬の中と、３目の職員手当等。こ

の会計年度任用職員と他の科目的には会計年

度任用職員という記載しかないのですが、こ

こだけパートタイムという言葉が含まれてお

ります。なぜこういう区分けになっているの

か教えてください。 

 もう１点、60ページ、保健衛生の５節の18

節、温泉施設利用料助成事業９万９千円。こ

の金額は去年も同じように記載されていまし

て利用促進されていると思うのですが、どの

ぐらいの利用があったのか。それとトマム在

住の方たちにはそういう恩恵がないのですね。

循環バスも中央地区、占冠地区しか走ってい

ない状況ですので、そのへんの不公平感も感

じられるのですが、そのへんの利用等云々説

明願います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 暫時休憩します。 

休憩 午後３時33分 

再開 午後３時33分 

○委員長（五十嵐正雄君） 休憩前に引き続

き会議を開きます。住民課長、伊藤俊幸君。 

○住民課長（伊藤俊幸君） 大谷委員のご質

問にお答えさせていただきます。予防費のパ

ートタイム会計年度任用職員ですけども、こ

れにつきましては会計年度任用職員の制度上

パートタイムと通常の職員と同じ勤務と２つ

に分かれていまして、予防費で見ているのは

パートタイムの会計年度任用職員ということ

で、システム上で予算見積書の予算上でのシ
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ステム上でこう表示すると、そのままここに

上がってしまうということがありますので、

次年度に向けては表記の仕方については統一

感を持ったものに変えていきたいと思ってお

ります。 

あと、後期高齢の方の湯の沢温泉助成事業

ということで、送迎云々かんぬんということ

でありますけども、これにつきましては当初

始めたときには高齢者の方の外出機会をつく

っていこうということで、確か広域連合の中

から助成金をもらって始めた事業なんですよ

ね。今はもう広域連合から助成金はない中で

このまま続けているという感じでありまして、

不公平感はあるということでありますけども、

そのへん送迎とかをやるとまた別の意味で一

般財源ですので、経費が掛かってきますので

そのへんは財政部局とも調整しながら進めて

いく必要があるのかなと考えておりまして、

今のところ送迎等を行っていくという考えは

ございません。利用状況については資料がな

いのでお答えできませんのでご了承願います。 

○委員長（五十嵐正雄君） １番、大谷元江

君。 

○１番（大谷元江君） 温泉利用の不公平感

というのは今のところ改善する余地がないと

いう答えだったかなと思うのですが、同じ村

に住んでいてという意味でやはりビッチリ市

街地だけではなく、月に１回なりというよう

なローテーションを組むような施策を組んで

いただきたいと思います。同じやるのであれ

ばですよ。と思いますがもう一度お願いしま

す。 

○委員長（五十嵐正雄君） 住民課長、伊藤

俊幸君。 

○住民課長（伊藤俊幸君） 大谷委員のご質

問にお答えいたします。送迎の部分含めてト

マム住民の皆様のということでありますけど

も、これは全体的な政策の中で考えていく部

分でもあるのかなと思いますので、今後検討

する余地はあるのかなと考えております。以

上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） これより討論を

行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 討論なしと認め

ます。 

 これから議案第32号、令和５年度占冠村一

般会計予算の件を起立により採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

（全員起立） 

○委員長（五十嵐正雄君） 起立多数です。

したがって本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎議案第33号 

○委員長（五十嵐正雄君） 次に議案33号、

令和５年度占冠村国民健康保険事業特別会計

予算の件を議題とします。 

これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。５番、下川園子君。 

○５番（下川園子君） １点質問いたします。

国保９ページ、１款、１項、２目、18節、負

担金、補助及び交付金の中の国保連連携パソ

コン更新負担金ということですが、令和４年

度の予算書には計上がなかったと思いますが、

令和５年度からこういったものが設置される

といったことでしょうか。 

○委員長（五十嵐正雄君） 住民課長、伊藤

俊幸君。 
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○住民課長（伊藤俊幸君） 下川委員のご質

問にお答えさせていただきます。国保連連携

パソコン更新負担金40万円の関係でございま

すが、これにつきましては、国保連合会と情

報連携しているパソコンの機器が動作保証の

対象外となることから国保連合会において一

括して購入し整備するため、その費用を負担

するものでございます。これにつきましては、

単年度事業でありまして次期更新時までは負

担がないということでございます。以上でご

ざいます 

○委員長（五十嵐正雄君） 他にありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 質疑なしと認め

ます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 討論なしと認め

ます。これをもって討論を終わります。 

 これから議案第33号、令和５年度占冠村国

民健康保険事業特別会計予算の件を起立によ

り採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

（全員起立） 

○委員長（五十嵐正雄君） 起立多数です。

したがって本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎議案第34号 

○委員長（五十嵐正雄君） 次に議案第34号、

令和５年村立診療所特別会計予算の件を議題

とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。５番、下川園子君。 

○５番（下川園子君） １点質問いたします。

11ページ、１款、１項、２目、13節、使用料

及び賃借料のところで発熱外来用プレハブリ

ース料というのがありますが、こちらは今ま

で新型コロナウイルス感染症の発熱外来とい

うことでリースをしてきたかと思いますが、

今後これが５類に変更したときにこのリース

というのはどういった動きになっていくのか、

ずっと継続して発熱外来を設けていくのか、

若しくはどこかの５類に移行になったタイミ

ングでプレハブのリースというのがなくなる

のかどうかを伺います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 住民課長、伊藤

俊幸君。 

○住民課長（伊藤俊幸君） 下川委員のご質

問にお答えさせていただきます。発熱外来用

プレハブリース料につきましては、予算積算

時においてまだ５類に移行するということは

出てたかどうかというのはわからないのです

けども、そのへんの５類になった場合どうし

ていくかというのは今後検討する余地はある

と思いますが、発熱外来、要はコロナだけじ

ゃなくてインフルエンザですとかの部分もあ

りまして、できるだけ一般診療と分けた経路

なりをつくっていって、より感染しないよう

に対策していくということで今回プレハブを

コロナ用にということで設置を考えておりま

した。今後については内部で相談をして必要

がなければ落とすなりの対応をとっていきた

いなと考えております。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他にありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 質疑なしと認め

ます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ
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んか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 討論なしと認め

ます。これをもって討論を終わります。 

 これから議案第34号、令和５年度村立診療

所特別会計予算の件を起立により採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

（全員起立） 

○委員長（五十嵐正雄君） 起立多数です。

したがって本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎議案第35号 

○委員長（五十嵐正雄君） 次に議案第35号、

令和５年度占冠村簡易水道事業特別会計予算

の件を議題とします。これから質疑を行いま

す。質疑はありませんか。４番、細谷誠君。 

○４番（細谷 誠君） １点、簡水７ページ、

３款、繰入金、１項、繰入金、１目、一般会

計繰入金、１節、一般会計繰入金で増加理由、

毎年かなりの金額で上がっていっていますが、

今後将来的にどうなっていくのか伺います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 建設課長、小林

昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） 簡水７ページ、

３款、１項、繰入金、１目、一般会計繰入金、

１節、一般会計繰入金7660万円についてでご

ざいます。令和５年度においては委託料です

とか工事請負費それぞれ予算計上させていた

だいていますけども、労務単価の上昇ですと

か燃料費の高騰などもありまして、そういっ

た部分でも金額は増加してきております。中

でも、公債費においては令和５年度がピーク

を迎えていることもありまして、公債費の１

目、元金においては464万４千円の増額とい

う計上になっておりまして、今後においても

今行っております公営企業会計の法適用化の

移行に向けた起債の借り入れ等もありますし、

今後大規模な補修工事等が発生してくれば今

の状況では交付金も活用した中で繰入金に頼

らざる負えないと考えておりますので、今す

ぐ金額が大きく増えるということはないかな

と思いますけども、今後においても５年度ベ

ースの繰入金の額で推移していくものと考え

ております。以上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他に質疑はあり

ませんか。５番、下川園子君。 

○５番（下川園子君） 簡水10ページの２款、

１項、１目、13節の使用料及び賃借料の中の

水道料金システムリース料、こちらが昨年の

予算に比べると約半分となっているのですが、

これは今回13節の上の12節の中の委託料で、

水道料金システム変更委託業務というのが新

たに出てきているのですが、こちらをするこ

とによってシステムリース料が昨年の半額、

半減するということなのでしょうか。令和５

年度以降の見通しとしてはこの予算というの

はどのくらいになる見込みなのでしょうか。 

○委員長（五十嵐正雄君） 建設課長、小林

昌弘君 

○建設課長（小林昌弘君） 簡水10ページ、

２款、１項、施設管理費、１目、施設維持費、

13節、使用料及び賃借料の水道料金システム

リース料についてでございます。こちらにつ

きましては、令和５年の10月31日で契約期間

が満了することになります。そのため令和５

年度においては７か月分のリース料の予算計

上になっておりますので、４年度と比較しま

すと減額になっております。12節の委託料の

水道料金システムの変更委託業務119万９千

円でございますけども、こちらにつきまして

は今年の10月１日から導入されます消費税の
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関係でインボイス制度というのが導入されま

す。それに伴いまして今使っております水道

料金の納付書の中身の記載が変わっていきま

す。それが発行事業者の名前と新たに追加さ

れるのが登録番号で新たに明記しないといけ

ないのと、取引年月日と取引内容、取引内容

については納付書には出てこないと思います

けども、もう一つが税率毎に区分して合計し

た対価の額及び適用税率の表記をしなければ

ならないということもありまして、５年度に

おいてこのシステム変更の予算を計上してい

るところでございます。ご質問にあったシス

テムリース料については今年の10月末をもっ

て終わりますので、今のシステムがまだ壊れ

ないと思っておりますので、しばらくはリー

ス料の予算計上はないのかなと思っておりま

すけれども、いつどうなるかはわかりません

のでその時はまたご説明してご理解求めたい

と思います。以上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他にありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 質疑なしと認め

ます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 討論なしと認め

ます。これをもって討論を終わります。 

 これから議案第35号、令和５年度占冠村簡

易水道事業特別会計予算の件を起立により採

決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

（全員起立） 

○委員長（五十嵐正雄君） 起立多数です。

したがって本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎議案第36号 

○委員長（五十嵐正雄君） 次に議案第36号、

令和５年度占冠村公共下水道事業特別会計予

算の件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。４番、細谷誠君。 

○４番（細谷 誠君） １点、下水道７ペー

ジ、４款、繰入金、１項、繰入金、１目、下

水道事業、１節、一般会計繰入金、こちら簡

水同様になりますけども、令和３年から４年

まではさほど増加していなかったのですが、

令和４年から令和５年にかけて大幅に繰入金

が増加していますが、その理由。それから今

後どうみていらっしゃるのかお聞きします。 

○委員長（五十嵐正雄君） 建設課長、小林

昌弘君。  

○建設課長（小林昌弘君） 細谷委員のご質

問にお答えいたします。下水道７ページ、４

款、１項、繰入金、１目、下水道事業、１節、

一般会計繰入金6980万円の計上で増額、増加

の理由でございます。５年度におきまして増

加する要因といたしましては歳出のところに

なるのですけども３款、１項、施設建設費、

１目、下水道費の12節、委託料において占冠

村特定環境保全公共下水道事業計画変更委託

業務631万８千円の計上ですとか、その下の

工事請負費の下水道処理施設設備整備工事

289万３千円等の計上によって５年度におい

ては大きく増加しております。簡易水道と同

様に大きな数百万単位の事業を行うとどうし

ても今の状況では繰入金に頼らざるを得ない

という状況でありますので、こういった委託

業務においては一時的なものでもございます。

ただこの委託業務においては５年に１回計画
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変更しなさいということもありますので、そ

ういうサイクルで繰入金も変動していくもの

と思っております。以上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他にありません

か。５番、下川園子君。 

○５番（下川園子君） 下水道11ページ、３

款、１項、１目、14節、工事請負費の下水道

処理施設設備整備工事、これはどういった工

事がなされるのか伺います。 

○委員長（五十嵐正雄君） 建設課長、小林

昌弘君。 

○建設課長（小林昌弘君） ご質問にお答え

いたします。下水道11ページです。３款、１

項、施設建設費、１目、下水道費、14節、工

事請負費、下水道処理施設設備整備工事の内

容でございます。こちらにつきましては、ト

マム浄化センターの脱臭ファンの更新工事に

なります。以上でございます。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他にありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 質疑なしと認め

ます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 討論なしと認め

ます。これをもって討論を終わります。 

 これから議案第36号、令和５年度占冠村公

共下水道事業特別会計予算の件を起立により

採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

（全員起立） 

○委員長（五十嵐正雄君） 起立多数です。

したがって本案は原案のとおり可決されまし

た。 

  

◎議案第37号 

○委員長（五十嵐正雄君） 次に議案第37号、

令和５年度占冠村介護保険特別会計予算の件

を議題とします。これから質疑を行います。

質疑はありませんか。５番、下川園子君。 

○５番（下川園子君） １点質問いたします。

先ほど国保会計の時にも同じ質問をさせてい

ただいているのですが、介護12ページ、１款、

１項、１目、18節の、負担金、補助及び交付

金の中の国保連連携パソコン整備負担金、こ

ちらはやはり単年度負担のものなのか伺いま

す。 

○委員長（五十嵐正雄君） 福祉子育て支援

課長、木村恭美君。 

○福祉子育て支援課長（木村恭美君） 下川

委員の質問にお答えいたします。下川委員の

おっしゃるとおり単年度負担のものでござい

ます。以上です。 

○委員長（五十嵐正雄君） 他にありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 質疑なしと認め

ます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 討論なしと認め

ます。これをもって討論を終わります。 

 これから議案第37号、令和５年度占冠村介

護保険特別会計予算の件を起立により採決し

ます。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

（全員起立） 
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○委員長（五十嵐正雄君） 起立多数です。

したがって本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎議案第38号 

○委員長（五十嵐正雄君） これから議案第

38号、令和５年度占冠村後期高齢者医療特別

会計予算の件を議題とします。これから質疑

を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 質疑なしと認め

ます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 討論なしと認め

ます。これをもって討論を終わります。 

 これから議案第38号、令和５年度占冠村後

期高齢者医療特別会計予算の件を起立により

採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

（全員起立） 

○委員長（五十嵐正雄君） 起立多数です。

したがって本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎議案第39号 

○委員長（五十嵐正雄君） 次に議案第39号、

令和５年度占冠村歯科診療所事業特別会計予

算の件を議題とします。これから質疑を行い

ます。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 質疑なしと認め

ます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（五十嵐正雄君） 討論なしと認め

ます。これをもって討論を終わります。 

 これから議案第39号、令和５年度占冠村歯

科診療所特別会計予算の件を起立により採決

します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

（全員起立） 

○委員長（五十嵐正雄君） 起立多数です。

したがって本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎閉会宣言 

○委員長（五十嵐正雄君） 以上で本委員会

に付託されました案件の審議は全て終了いた

しました。 

予算特別委員会審査の報告書の内容につい

ては、委員長に一任願います。 

これで予算特別委員会を閉会いたします。

長時間に渡りご審議いただきありがとうござ

いました。 

閉会 午後２時14分 


